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 種まきから 3 日～5 日後、赤い 








































































































































で、2 反か 2 反少々を使ったことになる。農繁期以
外では多くの家で 2 箇所の竃を使って焼いていた。




























度普通なり」という斜面でも、5 反歩 300 俵、1 反
5 畝歩 500 俵、1 反 5 畝歩 500 俵、1 反 5 畝歩 300
俵と、炭量見積もりのばらつきが大きい。炭の 1 俵
は 4 貫（約 15kg）である。他の筆の見積もりも合
























 炭は 1kg あたり 30MJ の熱を出す。滋賀県辺りの
標準一戸建て家庭だと年に 90,000MJのエネルギー
を消費する（NEDO,2008）から、200 俵の炭に相
当する。給湯エネルギーは 18,000MJ で 40 俵相当

















































































－Khin Oo さんのコメントから考える－ 
          東南アジア研究所 安藤和雄 
 
 「守山の広々とした耕地の景観は、オーストラリ
アやドイツに似て美しい」とは Khin Oo さん（ミャ
ンマーYezin 農業大学教授）のコメントです。Khin
































■第 19 回 定例研究会 
１．日時：平成 22 年 1 月 29 日（金）16:00～19:00 
２．場所：守山 FS（滋賀県守山市梅田町 12-32） 
３．発表者 1：Khin Oo 氏（Yezin Agricultural University）
発表内容：Impact of the cyclone Nargis on livelihoods and
food security in the selected area of Bogalay, Myanmar. 
発表者２：Lay Lay Khaing氏（Pwint Phyu State Agricultural Institute)
発表内容：Existing Cropping Patterns in Central Myanmar: Case study 
in Le Pyin Thar Village, Yemethin District, Myanmar. 
 
＊参加希望者は、京都大学東南アジア研究所実践型地域研究推進室（担
当：鈴木 rsuzuki@cseas.kyoto-u.ac.jp）までご連絡ください。  
 
